






























































































































































































































































計 平均 2８．８ 5.5 3.4



































































































































































































































































































































































































































































1０ 剣先を相手の喉の高さにつけ間をつめていく ５ 1４．３














1０ 剣先を相手の喉の高さにつけ間をつめていく 7６ 6.4
1１ 腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつける ６ 0.5
１２体当りで相手を押す 1４ 1.2
１３剣先を下げ中心を攻める 209 1７．７
合計 1.179 100
恵土・端・渡辺：剣道試合における分析的研究 8９
頭上に大きく振りかぶる｣，「相手の竹刀を叩き
落す｣，「相手の竹刀を巻き落す」で０％であっ
た。
「竹刀をかつぐ」攻め方と「剣先を相手の喉
の高さにつけて間をつめる」・「相手の竹刀のつ
ば元を叩き牽制する」との間に統計的（ｘ2検定）
に有意な差は認められないが，他の攻め方との
間には１％水準で有意な差が認められた。
一方，他の攻め方については，統計的な差は
認められなかった。
表７有効打突に結びついた攻め方の割合
分子一有効な攻め方
分母一攻め方の頻度
る技を調査した。
その結果,発現打突はしかけ技が83.4％と多
く応じ技が16.6％と少かつた。しかけ技のうち
最も多いのは，とび込み技35.2％，次いで連続
技の20.0％であった。とびこみ技の値は恵士ら17）
が報告した値35.6％とほぼ同じであり，しかも
全体の技の中で最大値を占めた。
一方,有効打突はしかけ技が74.5％と多く，
応じ技が25.5％と少く，発現打突とほぼ同じ傾
向であった。
しかけ技のうち，最も多いのは，とび込み技
の21.3％であり，次いで出鼻技19.1％であっ
た。とび込み技の値は志藤'5)が示した値よりも
22.7％低いものであったが，全体の技のうちで
占める割合は最大でありこの点については志藤
と同じ傾向であった。
これらの結果は，しかける技，すなわち攻撃
は最大の防禦であることを推断させるには十分
であるといえる。しかしながら，攻撃が最大の
防禦であるためには，唯単にしかけられた技が
多いというだけではなく，しかけられた技その
ものが有効な技となり，しかもその効率が良く
なくてはならないといえよう。この点を検討す
るために発現打突のうちで有効な打突に結びつ
いた割合（成功率）を調べたところ，しかけ技
5.2％，応じ技9.0％とほぼ同じ値を示し，統計
的（％2検定）に有意な差は認められず，かつま
た最も発現の多いとびこみ技については平均値
の5.9％と比較し2.4％低い3.5％であり，統計
的に有意な差は認められなかった。
一方，かつぎ技，出鼻技は，その発現率（前
者1.5％，後者4.9％)はきわめて低いにもかか
わらず，その成功率は高く，かつぎ技41.7％，
出鼻技23.1％であり，他の技との間に統計的に
有意な差が認められた。
攻撃が最大の防禦たり得るには，しかける技
の種類によって異なるものと考えられる。
２攻め方
剣道は竹刀を用いて互いに定められた部位を
定められた部位で打突することによって勝敗を
※※※：Ｐ＜０．０１
ＶＩ考察
１発現打突と有効打突
剣道技術の主要素は打突の技術，すなわち，
しかける技と，相手の打突をかわす技に分ける
ことができる。このうち，しかける技は最大の
防禦といわれるように，運動の成果に重要な役
割を果すと考えられている。
本研究は一流選手を対象として試合時におけ
攻め方 回数 ％
１相手の竹刀を払う ４２３５ １．７
２竹刀をかつぐ ５３１ 1６．１※※※
３ 剣先を表，裏へまわし中心を攻める
２
２１１ 0.3
４打突モーション(フェイント） ５２１９ ２．３
５相手の竹刀を上から押える １８７ 1.2
６ 竹刀を頭上に大きくふりかぶる
0
６ ０
７相手の竹刀を巻き落す ０２０ ０
８相手の竹刀を叩き落す ０２０ ０
９ 相手の竹刀のつば元を叩き牽制する
３
４１ ７．３
1０ 剣先を相手の喉の高さにつけ間をつめていく
５
７６ ６．６
1１ 腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつける
０
６ 0
１２体当りで相手を押す １１４ 7.1
１３剣先を下げ中心を攻める ９２０９ 0.4
合計 ３５１１７９ 2．９７
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困難である。したがって，かつぎ技のように身
を捨てて技をしかける動作によって初めて相手
の構えを崩し，有効な打突が取得できるものと
考えられよう。
競う競技である。したがって，巧みに相手の打
突を防禦するとともに隙のできた相手に対して
間髪を入れず，その隙を打突しなくてはよい運
動成果は得られない。したがって，いかに相手
に隙をつくらせるかがよい運動成果を得るため
に必要な要素といえる。
本調査は,昭和５３～55年の３ケ年間の全日本選
手権大会に出場した延べ４６名を対象に調査し
た結果，最も多い攻め方は｢相手の竹刀を払う」
ﾊﾟﾀｰﾝで'99%(鵲回)であり,最も少いの
は｢竹刀を頭上に大きくふりかぶる」「腕を伸ば
して相手の喉元に剣先をつける｣の05%(命回）
であった。
一方，有効な打突に結びついた攻め方は「竹
刀をかつぐ｣，「打突モーション｣，「剣先を相手
の喉の高さにつけ間をつめていく｣'43%(晶回）
であり，最も少いのは「竹刀を頭上に大きくふ
りかぶる」「相手の竹刀を巻き落す」「相手の竹
刀を叩き落す｣｢腕を伸ばして相手の喉元に剣先
をつける」の０％であった。そこで攻め方の頻
度とその攻め方が有効な攻めとなっているかの
点について検討したのが表７であった。
攻め方の頻度を分母，有効な打突に結びつい
た攻め方を分子としてその割合から攻めの効率
を求めてみると最も効率がよいのは「竹刀をか
つぐ」の16.1％であり，統計的（%2検定）に他
の項目との間に１％水準で有意な差が認められ
た。
「竹刀をかつぐ」攻め方は写真２にも示したよ
うに竹刀を自分の左肩にかついで相手を打突す
る攻め方であるが，この攻め方が他の攻め方よ
りも効率が良いという結果のその原因について
は本研究からは明確な結論を出し得ないが，次
のような点がその原因として考えられよう。す
なわち，本研究の被検者はいずれも各都道府県
の予選を経て出場した優秀な技術を保有してい
る者ばかりであるために単純，消極的な攻め方
では相手の手元を崩して隙をつくりだすことが
ⅥＩまとめ
全日本剣道選手権試合に発現された技とその
攻め方について調査したところ，次のような知
見を得た。
１発現打突
しかけ技，応じ技を含めて８０１本の発現打
突があり，そのうち，しかけ技668本(83.4％）
応じ技133本（16.6％）であった。しかけ技
のうち最も多いのはとびこみ技282本（３５．
２％)であり，最も少いのはかつぎ技12本(１．
５％)であった。応じ技のうち最も多いのは抜
き技75本（9.4％）であり，最も少いのはす
り上げ技20本（2.5％）であった。
２有効打突
しかけ技,応じ技を含めて４７本の有効打突
があり，そのうちしかけ技35本（74.5％)，
応じ技12本（25.5％）であった。
しかけ技のうち最も多いのは，とびこみ技
１０本（21.3％）であり，最も少いのは片手技
１本(2.1％）であった。応じ技のうち最も多
いのは抜き技８本（17.0％）であり，最も少
いのは返し技，すり上げ技２本(4.3％）であ
った。
３発現打突のうちで有効打突の占める割合
しかけ技，応じ技を含めて有効打突の占め
る割合は5.9％であった。
しかけ技の有効打突の占める割合は５．
２％，応じ技は9.0％であった。
４攻め方の頻度
最もその頻度が高いのは「相手の竹刀を払
う」235回（19.9％）であり，最もその頻度が
低いのは「竹刀を頭上に大きくふりかぶる｣，
「腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつける｣の
６回（0.5％）であった。
５有効打突に結びついた攻め方
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最も多いのは「剣先を下げ,中心を攻める｣の
９回(25.6％）であった。
６有効打突に結びついた攻め方の割合
最もその頻度が高いのは「竹刀をかつぐ」
で'61%(会回)であり,最もその頻度が低
いのは「腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつ
ける｣,「竹刀を頭上に大きくふりかぶる｣，「相
手の竹刀を叩き落す｣，「相手の竹刀を巻き落
す」の０％であった。
（本研究の一部は日本武道学会第１５回大会に
発表した｡）
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